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リポート

　

６
月
２
日
に
大
草
薬
品
で
行
わ
れ

た
１
回
目
の
集
合
研
修
で
は
、
読
売

新
聞
東
京
本
社
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
の
和
田
浩
二
専
門
委
員
が

「
新
聞
の
読
み
方
」
を
講
義
し
た
。

　

大
草
薬
品
は
１
９
３
１
年
創
業
の

漢
方
薬
を
メ
イ
ン
と
し
た
薬
品
メ
ー

カ
ー
。
今
回
の
研
修
は
、
若
手
社
員

に
社
会
全
般
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
発
信
力
、
文
章
力
の
向
上
を

分
の
関
心
の
あ
る
こ
と
は
ク
リ
ッ
ク

す
る
が
、
な
い
も
の
は
ク
リ
ッ
ク
し

な
い
」「
新
聞
は
、
普
段
は
関
心
の

な
い
分
野
の
記
事
も
目
に
触
れ
、
新

た
な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
な
ど

と
、
新
聞
を
読
む
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
の
効
用
を
力
説
し
た
。

　

続
い
て
、
当
日
の
新
聞
を
め
く
り

な
が
ら
、
見
出
し
の
大
小
で
記
事
の

重
要
度
が
一
目
で
分
か
る
、
様
々
な

ニ
ュ
ー
ス
が
一
覧
で
き
る
と
い
っ
た

新
聞
の
特
性
を
確
認
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
感
覚
を
磨
く
コ

ツ
と
し
て
、

❶�

翌
日
の
１
面
に
掲
載
さ
れ
る
記

事
を
予
測
し
て
み
る

❷�
数
字
を
意
識
し
て
記
事
を
読
む

❸�

業
界
の
記
事
に
関
心
を
払
う

─
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

講
義
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ

ま
で
食
わ
ず
嫌
い
だ
っ
た
。
読
み
方

の
コ
ツ
を
つ
か
め
ば
ス
ム
ー
ズ
に
読

め
る
よ
う
に
な
る
気
が
す
る
。
こ
れ

ま
で
も
読
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
」

「
新
聞
を
読
み
た
い
と
は
思
わ
な
か

っ
た
が
、
世
の
中
の
動
き
は
知
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
た
。

　

研
修
は
６
か
月
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
る
。
読
売
新
聞
か
ら
２
週
間
に

１
度
の
ペ
ー
ス
で
新
聞
記
事
を
使
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
論
文
な
ど
の
課

題
が
出
さ
れ
、
論
文
に
つ
い
て
は
添

削
指
導
も
実
施
す
る
。「
文
章
の
書

き
方
講
座
」
や
「
ま
わ
し
読
み
新
聞
」

と
い
っ
た
集
合
研
修
も
予
定
し
て
い

る
。文

章
講
座
、
役
員
も
参
加

　

一
方
、
総
合
計
測
機
器
メ
ー
カ
ー

の
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
で
は
５
月

27
日
、
分
か
り
や
す
い
文
章
の
書
き

方
に
つ
い
て
、
新
聞
を
使
っ
た
講
義

が
行
わ
れ
た
。

　

佐
々
木
社
長
は
じ
め
役
員
や
管
理

職
ら
約
70
人
が
参
加
し
、
早
乙
女

大
・
読
売
新
聞
東
京
本
社
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
が
講
師
を
務
め

た
。

　

講
義
で
は
、「
文
章
を
ま
と
め
る

と
い
う
こ
と
は
、
情
報
を
整
理
し
、

知
識
と
と
も
に
手
際
よ
く
並
べ
て
み

せ
る
技
術
で
あ
る
」
と
説
明
。
そ
の

う
え
で
、
１
面
ト
ッ
プ
記
事
を
参
考

に
、

❶�

結
論
を
冒
頭
に
も
っ
て
く
る

❷�

冒
頭
の
結
論
は
簡
潔
に
す
る

❸�

主
語
と
述
語
を
一
致
さ
せ
る

❹�

重
複
表
現
を
避
け
る

─
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
文
章

を
書
く
基
本
を
伝
授
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い
な

い
文
章
を
、
そ
の
場
で
書
き
直
す
演

習
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
情
報
を
整

理
し
て
書
く
と
い
う
こ
と
を
、
身
を

も
っ
て
体
験
し
た
。

　

佐
々
木
社
長
は
「
こ
う
い
う
勉
強

会
を
催
し
た
の
は
、
社
員
の
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
」
と
強
調
。
参
加
し

た
社
員
か
ら
は
、「
こ
れ
ま
で
ビ
ジ

ネ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
研
修
は
受
け

た
こ
と
は
あ
る
が
、
新
聞
を
使
っ
た

講
義
は
新
鮮
だ
っ
た
。
文
章
を
書
き

始
め
る
以
前
に
、
書
く
べ
き
知
識
、

情
報
の
蓄
積
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

　

同
社
で
も
引
き
続
き
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
や
作
文
指
導
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

目
指
す
も
の
で
、
20
～
30
歳
代
の
社

員
５
人
が
参
加
し
た
。

新
聞
を
読
む
効
用
学
ぶ

　

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
こ
れ

ま
で
ニ
ュ
ー
ス
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
あ
ま
り
新
聞

を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

和
田
専
門
委
員
は
「
ス
マ
ホ
だ
と
自

新聞をめくりながらニュースを手早くチェックす
る方法を伝授する和田専門委員

幹部社員らを前に、「まずは情報を整理すること
が大事」と強調する早乙女事務局長

大草薬品

東亜ディーケーケー

大
草
薬
品
と
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
で
相
次
ぎ

　
新
聞
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
、
社
会
人
と
し
て
の
力
を
さ
ら

に
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
、
読
売
新
聞
に
よ
る
企
業
研
修
が
、

大
草
薬
品
（
本
社
・
神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
大
草
貴
之
社
長
）
と

東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
（
本
社
・
東
京
都
新
宿
区
、
佐
々
木
輝
男

社
長
）
で
始
ま
っ
た
。
新
聞
社
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
企
業
の
人
材

育
成
な
ど
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
読
売
新
聞
が
展
開
し
て
い

る
「
新
聞
の
ち
か
ら
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
だ
。

新
聞
使
っ
た

企
業
研
修
始
ま
る
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で
開
発
し
た
２
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
よ
う
」「
記

事
を
書
こ
う
」「
見
出
し
を
つ
け
よ

う
」
の
３
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

教
員
志
望
の
学
生
が
進
行
を
務
め
、

記
者
が
お
手
本
を
示
す
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
記
事
を
書

こ
う
」。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
５
年

２
組
の
授
業
は
、
読
売
新
聞
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
保
井
隆
之
記

者
と
千
葉
大
学
教
育
学
部
４
年
の
田

久
保
尚
さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
。

　

児
童
た
ち
に
は
、
読
売
新
聞
の
記

者
が
実
際
に
使
用
し
て
い
る
取
材
メ

モ
帳
が
全
員
に
配
ら
れ
、
保
井
記
者

が
「
記
号
や
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ

を
使
う
」
な
ど
メ
モ
の
コ
ツ
を
伝

授
。
架
空
の
事
件
の
ビ
デ
オ
を
上
映

し
て
、
メ
モ
を
取
る
練
習
に
取
り
組

ん
だ
。

　

２
時
間
目
に
は
、
保
井
記
者
が

「
大
切
な
こ
と
か
ら
書
く
」
な
ど
記

事
を
書
く
コ
ツ
を
指
導
。
別
の
内
容

の
ビ
デ
オ
を
見
た
後
に
、
児
童
た
ち

は
田
久
保
さ
ん
に
補
足
取
材
し
、
記

事
の
執
筆
に
取
り
組
ん
だ
。
締
め
切

り
ま
で
十
数
分
し
か
な
か
っ
た
が
、

児
童
た
ち
の
原
稿
用
紙
は
み
る
み
る

埋
ま
っ
て
い
き
、
講
師
を
驚
か
せ
た
。

を
ボ
ー
ド
上
で
疑
似
体
験
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
楽

し
み
な
が
ら
人
生
設
計
や
リ
ス
ク
回

避
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
田
中
室
長
は
若

い
世
代
が
被
害
を
受
け
や
す
い
、
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

料
金
請
求
」
や
、
読
者
モ
デ
ル
な
ど

に
誘
う
「
劇
場
型
モ
デ
ル
勧
誘
ト
ラ

ブ
ル
」
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
説

明
。「
請
求
さ
れ
て
も
お
金
は
払
わ

な
く
て
い
い
」「
う
ま
い
話
は
疑
っ

て
か
か
ろ
う
」
と
注
意
を
喚
起
し
、

困
っ
た
ら
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
１
８
８
）
に
電
話
す
る
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。
ま
た
、
第
一
生
命
の

新
入
社
員
採
用
数
や
仕
事
内
容
な
ど

に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

　

寺
村
ゼ
ミ
で
は
就
職
活
動
に
も
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
月
１
回
、
企

業
の
人
と
接
触
す
る
機
会
を
設
け
て

お
り
、
今
回
の
出
前
授
業
も
そ
の
一

環
。
寺
村
准
教
授
は
「
保
険
、
金
融

業
界
に
対
す
る
理
解
も
深
め
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
栗
本
直
弥
さ
ん

（
20
）
は
「
人
生
に
は
い
ろ
ん
な
落

と
し
穴
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
実
際
の
人
生
で
は
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
」
と
感
想
を

語
り
、
榊
原
昌
樹
さ
ん
（
20
）
も
「
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て
、
生
命
保
険
に
入
る

か
入
ら
な
い
か
が
す
ご
く
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」

と
話
し
て
い
た
。

　

読
売
新
聞
記
者
と
大
学
生
が
ペ
ア

で
行
う
出
前
授
業
「
こ
と
ば
の
授

業
」
が
５
月
31
日
、
東
京
都
品
川
区

の
区
立
御
殿
山
小
学
校
（
藤
井
英
夫

校
長
）
の
５
年
生
２
ク
ラ
ス
で
行
わ

れ
、
児
童
51
人
が
記
事
の
執
筆
に
挑

戦
し
た
。

　
「
こ
と
ば
の
授
業
」
は
、
千
葉
大

学
教
育
学
部
の
藤
川
大
祐
教
授
が
理

事
長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
企
業

教
育
研
究
会
」
と
読
売
新
聞
が
共
同

　

第
一
生
命
保
険
に
よ
る
出
前
授
業

が
６
月
８
日
、
千
葉
県
浦
安
市
の
明

海
大
学
で
行
わ
れ
、
寺
村
絵
里
子
准

教
授
の
「
人
事
管
理
」
ゼ
ミ
に
所
属

す
る
経
済
学
部
３
年
の
学
生
18
人
が

参
加
し
た
。
講
師
は
、
同
社
Ｄ
Ｓ
Ｒ

品
質
推
進
部
の
田
中
謙
二
室
長
が
務

め
た
。

　

学
生
た
ち
は
３
～
４
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
同
社
が
消
費
者
教
育

用
に
開
発
し
た
、
す
ご
ろ
く
形
式
の

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

ゲ
ー
ム
Ⅱ
」
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の

ゲ
ー
ム
は
、
就
職
、
結
婚
、
出
産
、

住
宅
購
入
な
ど
人
生
の
節
目
や
、
病

気
や
け
が
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

「ライフサイクルゲームⅡ」を楽しみながら、人生設計などに
ついて学ぶ明海大学の学生。中央奥は田中室長

次々に手を挙げて、田久保さん（左奥）に
補足取材する児童たち。中央奥は保井記者 御

殿
山
小

× 

読
売
新
聞

５
年
生
が
記
事
の
執
筆
に
挑
戦

消費者トラブルの回避方法など学ぶ
明海大 × 第一生命
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浴
衣・法
被
姿
で
来
場
者
に
説
明

　

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
は
、
米
半
導
体
大
手
の

イ
ン
テ
ル
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、

米
国
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の

年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
に
招
待
さ

れ
る
「
ゴ
ー
ド
ン
・
ム
ー
ア
賞
」
を

頂
点
に
、
部
門
ご
と
の
優
秀
賞
や

様
々
な
学
会
、
大
学
の
特
別
賞
が
あ

り
、
注
目
度
は
抜
群
だ
。

　

今
年
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
を
会
場
に
、
77
の
国
・
地
域
か
ら

計
１
７
６
０
人
が
参
加
。
日
本
か
ら

は
、
セ
ミ
の
後
ろ
羽
の
役
割
を
解
明

し
て
、
日
本
学
生
科
学
賞
内
閣
総
理

大
臣
賞
に
輝
い
た
三
重
県
立
伊
勢
高

校
３
年
、
矢
口
太
一
さ
ん
（
17
）
ら

が
挑
戦
し
た
。

　

日
程
は
５
月
８
～
13
日
の
６
日

間
。
激
烈
な
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
一
方
、
夜
は
連
日
パ
ー
テ
ィ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、
華
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。

　
「
グ
ラ
ン
ド
ア
ワ
ー
ド
」
と
呼
ば

れ
る
優
秀
賞
は
、
22
の
部
門
ご
と
に

最
優
秀
賞
と
１
～
４
等
が
選
ば
れ

る
。
参
加
し
た
12
人
は
本
気
で
入
賞

を
狙
っ
て
い
た
だ
け
に
、
受
賞
を
逃

し
て
、
式
典
終
了
直
後
に
は
涙
ぐ
む

姿
も
。
矢
口
さ
ん
は
「
悔
し
い
。
こ

れ
ま
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
出
場
が
夢
だ
っ

た
が
、
今
度
は
入
賞
が
夢
に
な
っ
た
」

と
再
挑
戦
を
誓
っ
た
。
一
方
、
埼
玉

県
立
浦
和
一
女
高
校
の
岡
部
七
子
さ

ん
（
17
）
は
「
楽
し
か
っ
た
け
ど
、

自
分
の
無
知
さ
を
思
い
知
っ
た
。
大

学
で
知
識
を
深
め
た
い
」
と
先
を
見

据
え
て
い
た
。

中
学
の
部
か
ら
も
初
出
場

　

今
回
の
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
に
は
、
中
学
の

部
の
優
秀
作
品
か
ら
も
初
め
て
派
遣

国際学生科学技術フェアで日本人学生健闘

日本学生科学賞からISEF
２０１６に出場した12人の
生徒たち

法被姿で研究内容を説明する矢口さん

米
国
で
５
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
の
学
生
科
学
コ
ン

テ
ス
ト
「
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
」（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
）
に
、

昨
年
の
第
59
回
日
本
学
生
科
学
賞
（
読
売
新
聞
社
主
催
）

で
上
位
入
賞
し
た
８
組
12
人
が
出
場
し
た
。
受
賞
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
世
界
の
舞
台
に
全
力
で
挑
み
、
研
究
へ
の

意
欲
を
新
た
に
し
た
。

さ
れ
た
。
昨
年
12
月
の
派
遣
決
定
時

点
で
、
京
都
・
桃
陵
中
学
３
年
だ
っ

た
早
川
優
希
さ
ん
（
15
）（
現
・
京

都
市
立
塔
南
高
校
１
年
）
だ
。

　

出
国
ま
で
は
苦
難
の
連
続
。
２
月

に
高
校
入
試
が
あ
り
、
登
録
書
類
の

作
成
や
研
究
作
品
の
英
訳
な
ど
、
準

備
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

語
学
力
も
大
き
な
壁
で
、
受
験
後
は

大
学
教
授
や
地
元
の
青
少
年
科
学
セ

ン
タ
ー
の
教
諭
ら
の
力
を
借
り
、
慣

れ
な
い
英
語
で
の
発
表
、
質
疑
応
答

練
習
に
明
け
暮
れ
た
。

　

努
力
の
甲か

斐い

あ
っ
て
、
本
番
で
は

自
信
を
持
っ
て
発
表
で
き
た
早
川
さ

ん
。
受
賞
に
届
か
ず
「
今
ま
で
で
一

番
悔
し
い
」
と
話
す
が
、「
新
た
な

研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
、
世
界

大
会
と
い
う
最
高
の
舞
台
で
リ
ベ
ン

ジ
し
た
い
」
と
大
き
な
刺
激
を
得
て

い
た
。

9
MON

8
SUN

10
TUE

11
WED

12
THU

13
FRI 表彰式が行われ、閉幕

一般公開。浴衣や法被を着て、
笑顔で来場者に説明

審査会本番。前日までの和やかな
雰囲気が一変、生徒たちの表情が
引き締まる。約８時間の長丁場

通訳を交えて英語での最終練習

開会式。富士山や桜を描いたボード
を掲げて登壇し、会場を盛り上げる

ブース内に研究成果をまとめたポスターを
設置。夜はピンバッジ交換会で、世界中から
集まった「技術者の卵」たちと交流

出場者
の毎日
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　英語で企画発表（プレゼンテーション）できる人材育成を目指す
「全国学生英語プレゼンテーションコンテスト」（主催・神田外語グループ、読売新聞社）の第

5回大会が12月3日（土）、東京都千代田区の神田外語学院およびイイノホールで開かれま
す。対象は全国の大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専門学校の学生です。

テーマは次の3つです。

　審査員は、日本英語交流連盟会長で元駐カナダ大使の沼田貞昭氏ほかで、最優秀賞受賞者
（1人または1組）には、奨学金100万円が授与され、読売新聞の英字新聞「ジャパン・ニュー
ズ」が6か月間届けられます。応募締め切りは、個人の部10月19日、グループの部10月20日で
す。応募はウェブサイトからお願いします。　http://www.kandagaigo.ac.jp/contest/

全国学生英語プレコン

　高校生がお薦めの本の魅力を発表し、聴衆の多数決でどの本
が一番読みたくなったかを決める「全国高等学校ビブリオバトル
2016」が7月に開幕します。来年1月8日に東京のよみうり大手町
ホールで開かれる決勝大会の出場権をかけて、高校生たちが熱い
トークを繰り広げます。
　活字文化推進会議が各地の大学の協力を得て開催するブロック
大会は、7月23日に松山市で行われる四国大会からスタート。北陸、
東北、関東甲信越、中国など計9大会（表参照）が順次行われます。
　ブロック大会への出場者は各校1人。校内での予選を勝ち抜く
か、学校長推薦が必要です。参加希望者は、

を明記の上お申し込みください。発表者決定が遅くなる場合は、学校
名だけの仮エントリーも可能です。一般の観戦者も申し込み必要。
■申込先　読売新聞東京本社 活字文化推進会議事務局
　FAX（03･3217･4309）　メール（bib@yomiuri.com）
■問い合わせ　同事務局 ☎03･3217･4302 （平日10:00～17:00）

　一方、都府県大会は県教委、全国高等学校文化連盟、全国学校
図書館協議会などが主催します。大会の詳細は、21世紀活字文化
プロジェクトのウェブサイトを参照してください。
http://katsuji.yomiuri.co.jp/

　小中学生とその家族を主な対象にした、楽しく学べる参加
体験型イベント「丸の内キッズジャンボリー」（主催：東京国際
フォーラム、共催：読売新聞社）が8月16～18日、東京・丸の内
の東京国際フォーラムで開かれます。
　ワークショップ形式のうちわ作り教室や、日本の木を使った
工作コーナーのほか、大学教授による夏の特別授業などが行
われます。
　18日に読売新聞が実施する「こちら親子新聞編集室」では、
新聞の記事や写真を切り貼りして、世界で一つだけのオリジナ
ル新聞を作ります。現役の記者が、レイアウトや見出しのつけ
方など、新聞作りのコツを教えます。夏休みの宿題に役立つヒ
ントが満載です。
　どの日も午前10時から午後5時。参加無料。一部プログラム
は、事前の申し込みや当日の整理券が必要。詳細はウェブサイ
トで　http://www.tif-kids.jp/2016

■問い合わせ
丸 の 内 キッズ ジャン ボ
リー事務局
☎03･5221･9630

　読売教育ネットワークのウェブサイトでは、読売新聞とジャ
パン・ニューズの記事を使った小論文と英語の講座「よみうり
入試必勝講座with代々木ゼミナール」を無料で公開していま
す。代ゼミの講師陣が問題を作成、解説。18歳選挙権やスマホ
依存、女性の活躍など最新の時事問題を取り上げています。
　2016年度大学入試では、読売新聞とジャパン・ニューズの
記事からの出題が143大学・短大、229件あり、小論文や英語
の問題にも多く使われました（6月10日現在）。小論文は毎月
1日、英語は毎月15日の更新。新聞にも親しめて、小論
文と英語の対策にもなります。ぜひご活用ください。
http://kyoiku.yomiuri.co.jp/torikumi/hissho/

丸の内キッズジャンボリー
「こちら親子新聞編集室」も実施

「よみうり入試必勝講座
　with代々木ゼミナール」公開中

「全国高校ビブリオバトル」 参加者募集

参加者募集

ブロック大会
大会名 対象都道府県 日　程 会　場
北海道 北海道 10月  2日 北海道大学

東　北 青森・岩手・宮城・秋田・山形・
福島 9月  4日 東北大学・カタールサイ

エンスキャンパス
関　東 
甲信越

茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・
神奈川・山梨・新潟・長野 9月18日 大正大学

東　海 岐阜・静岡・愛知・三重 9月25日 椙山女学園大学

北　陸 富山・石川・福井 8月  7日 石川県政記念しいのき迎
賓館

関　西 滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・
和歌山 11月  6日 関西大学梅田キャンパス

四　国 徳島・香川・愛媛・高知 7月23日 松山東雲女子大学
中　国 鳥取・島根・岡山・広島 9月22日 広島経済大学
九　州
山　口

山口・福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄 11月13日 西南学院大学

都府県大会
東京都、神奈川県、埼玉県、大阪府、秋田県、和歌山県、岡山県、徳島県、鹿児島県など

８月16～
18日開催

①インバウンドを地方に！ 体験型ツアーを提案
②日本の防災・減災ノウハウを世界にアピール！
③海外向けにひと工夫！ 製品アイデアを売り込め

①参加希望のブロック大会名 ②学校名、学年 ③代表生徒名（ふりがな） 
④紹介する本、著者、出版社 ⑤担当教諭（司書） ⑥電話番号

昨年のジャンボリーで消火活動
を体験する子どもたち

11

お知らせ・短信
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海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
⑱

イ
ン
ド
工
科
大
カ
ラ
グ
プ
ル
校

「
日
本
人
初
の
イ
ン
ド
工
科
大
学
生
」

灘
高
校
（
神
戸
市
）
卒
、
イ
ン
ド
工
科
大
カ
ラ
グ
プ
ル
校
３
年
　
下し

も
に
し西 

啓け
い
い
ち
ろ
う

一
郎 

さ
ん　

才
能
や
熱
意
が
あ
る
学
生
や
教
授
陣

と
の
交
わ
り
は
有
益
だ
、
と
も
思
っ

た
。
日
印
間
で
の
産
学
連
携
の
強
化

も
注
目
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
う
し

た
流
れ
に
身
を
置
き
た
か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
私
と
話
し
た
人

は
み
な
驚
き
、
そ
し
て
遠
路
日
本
か

ら
の
留
学
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。

　

私
は
農
業
食
品
工
学
部
に
在
籍
し

て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
に
興
味
が
あ
る
。
農

業
は
人
類
に
と
っ
て
必
須
な
も
の

だ
。
１
、２
年
次
の
学
生
の
教
科
は

力
学
、
物
理
学
、
化
学
、
数
学
な
ど

工
学
系
の
共
通
科
目
と
こ
れ
ら
の
科

目
に
関
係
し
て
理
論
を
よ
り
よ
く
実

際
的
に
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
実
習

が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

教
科
は
多
く
が
講
義
形
式
で
、
こ

れ
で
基
礎
理
論
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
応
用
工
学
や
よ
り
深
い

研
究
を
進
め
る
の
に
必
要
だ
。
学
生

た
ち
は
、
レ
ベ
ル
が
高
く
て
、
タ
フ

だ
。
毎
年
、
16
校
に
計
１
３
０
万
人

が
受
験
し
て
わ
ず
か
１
万
人
し
か
、

合
格
し
な
い
。

　
「
献
身
的
な
国
家
へ
の
奉
仕
」

─
国
家
へ
の
奉
仕
の
精
神
が
わ
れ

わ
れ
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。
こ
の
精
神
に

基
づ
い
て
、
学
生
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
織
し
て
、
生

活
や
教
育
の
質
を
改
善
す
る
た
め
に

村
々
や
学
校
を
訪
問
す
る
。
年
に
１

回
、
12
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
キ
ャ

英語の原文は http://the-japan-news.com/news/article/0002838139 
でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フ
ェローシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。
留学フェローシップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

大学寮で友人と。下西啓一郎さん（左から2人目）＝本人提供

ン
プ
が
設
営
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
村
へ
行
き
、
道
路

の
建
設
を
行
う
。
レ
ン
ガ
を
細
か
く

砕
い
て
持
っ
て
行
き
、
歩
道
に
ま
く
、

そ
し
て
足
で
踏
み
つ
け
る
…
…
す
べ

て
の
仕
事
が
手
作
業
だ
。
村
へ
の
貢

献
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
手
作
業
を
経
験
す
る
の
も
ま
た
楽

し
い
。
国
に
貢
献
す
る
こ
と
に
熱
心

で
喜
び
を
見
い
だ
す
学
生
が
多
く
、

こ
の
精
神
に
は
感
心
す
る
。

　

カ
ラ
グ
プ
ル
で
の
経
験
は
、
偉
大

な
友
達
と
教
授
陣
と
の
や
る
気
に
あ

ふ
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
。

そ
れ
が
好
き
だ
。（
会
報
編
集
部
抄

訳 T
he Japan N

ew
s　

２
０
１
６

年
１
月
１
日
）

New Delhi

Kolkata
Indian Institute of
Technology Kharagpur
Indian Institute of
Technology Kharagpur

India

　

イ
ン
ド
で
工
学
系
大
学
へ
の
進
学

を
希
望
す
る
学
生
は
み
な
、
イ
ン
ド

工
科
大
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）
へ
の
進
学
が
夢

だ
。
イ
ン
ド
工
科
大
カ
ラ
グ
プ
ル
校

は
16
あ
る
イ
ン
ド
工
科
大
の
中
で

も
、
そ
の
名
声
と
成
功
の
歴
史
、
高

度
の
教
育
、
著
名
な
卒
業
生
た
ち
を

輩
出
し
た
実
績
、
そ
し
て
学
生
生
活

と
競
争
の
熱
心
さ
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

　

高
等
教
育
の
場
を
イ
ン
ド
に
求
め

た
の
は
よ
く
よ
く
考
え
て
の
こ
と

だ
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、
見
た
こ
と
の

な
い
文
化
、
価
値
を
経
験
で
き
る
だ

ろ
う
、
と
思
っ
た
の
だ
。
ま
た
イ
ン

ド
で
最
も
名
高
い
大
学
、
Ｉ
Ｉ
Ｔ
の

日
本
人
初
の
留
学
生
に
な
る
こ
と
、

インド工科大カラグプル校
1951年に開校。16校ある国立のインド工科大学のうち最も
古い。19学部に7000人の学生がいる。卒業生に米グーグル
のサンダー・ピチャイ CEO など。




